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台湾の山地斜面の地形を 40-m DEMを用いて調査し，その結果を日本アルプスの斜面の特徴と比較した．ベクター地
質データとGISを用いて，台湾島のうち第三紀以前の基盤岩に覆われた地域を調査対象として抽出した．DEMから得ら
れた台湾における標高と傾斜との関係は，約 35度という特徴的な斜面傾斜が頻出する点で，日本アルプスにおける関係
と類似している．すなわち，各高度帯における傾斜の最頻値は，山地の最上部と最下部を除き，約 35度となっている．
この傾斜の値は，V 字谷の谷壁斜面における基盤岩の侵食の閾値と考えられ，谷の低下により一時的に閾値よりも急に
なった斜面は不安定で崩壊しやすいために，長期間は存続しないと考えられる．このような状態は，地形が動的平衡に
あることを示唆している．台湾の山地では，各高度帯における傾斜の平均値と最頻値が等しくなる傾向が日本アルプス
よりも顕著であり，約 35度を中心とする傾斜の正規分布が明瞭であるため，動的平衡により近いと考えられる．これは，
台湾の山地における隆起と侵食が日本アルプスに比べて急速なことを反映すると思われる．


